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籾米配合飼料による鶏卵生産技術 
 

１ はじめに 

鶏には飼料用米を丸粒籾のまま給与することが可能ですが、市販成鶏飼料に籾米を単純に配合する

と粗蛋白質の不足等により生産性が低下することがあります。そこで、生産性に負の影響を及ぼさな

い籾米の配合割合や、栄養補正の効果について検討しました。 

 

２ 市販成鶏飼料への飼料用米の添加方法 

採卵鶏に、表１のような割合で丸粒の籾米を配

合し撹拌した飼料を長期間給与し、生産性の比較

を行いました。栄養補正はコーングルテンミール

(CG)の添加によって行い、粗蛋白質（CP）、代謝

エネルギー（ME）が充足するようにしました。CG

は粗蛋白質が豊富（CP60％以上）な市販の単味飼

料であり、卵黄の着色効果も期待できます。 

 

３ 栄養補正によって、産卵率、卵質が向上 

籾米 10％配合時については栄養補正の必要はありませんが、籾米20％配合時は栄養補正をしないと

産卵率が低下し、卵黄色が若干薄くなるので、CGを約 5％添加することが必要です（図１、表２）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 技術の効果およびコスト 

籾米を給与した鶏では過大卵の産出割合が低

くなり、MS～L サイズ卵の割合が高くなりまし

た。 

経済性について比較すると、収支額（卵収入

と飼料費の差）は籾米を配合することで増加し、

CG添加による栄養補正を行うことで、さらに増

加しました。収益性において最も優れていたの

はCG＋籾米 10％を給与した区でした（表３）。  

(

    （畜試 養豚鶏卵研究Ｇ 佐藤） 

※ 

図１．卵黄色の判定器具（ロッシュヨークカラーファン  
1～15の15段階） 
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